






ある蒸気を取り出したときの井戸の圧
力変化をシミュレーションして，最適
な蒸気の取出し量を見極めています．
コスト面から，地熱発電は 1 本の井
戸をどれだけ維持するかということが
重要になります．石油のように，10
本の中で 1 本当たればよいというわ
けにはいきません．しかし，貯留層管
理の技術は，まだまだ技術的課題があ
ります．
　Q4：地震の際，蒸気量に変化は見
られましたか．
　A4：見られません．蒸気量は全く
変わらないので，流量計から地震が
あったことを判断することはできませ
ん．
　Q5：なぜ蒸気を水に戻す必要があ
るのですか．蒸気のまま排気してもよ
いと思うのですが．
　A5：出力が下がってしまうからで
す．蒸気をそのまま排気しても構いま
せんが，タービン出口温度が高くなっ
て断熱熱落差が取れないため，出力が
半分くらいに下がってしまうのです．
小さいところであればそのまま排気す
るところもあります．しかし，商業目
的のところであれば経済性を考えて復
水式にするのが通常です．
　Q6：なぜこのような冷却塔が必要
なのですか．
　A6：少ない水で効率よく蒸気（冷
却塔に入る時点では温水）を冷やすた
めです．
　火力発電所と違うのは，冷却塔では
蒸気（温水）と空気の直接接触で冷や
しているという点です．通常火力発電
所ですと，海沿いにあるので海水を汲
みあげて，蒸気（温水）と海水とを間
接的に接触させて蒸気を冷やします．
しかし，松川は山間地であり，ふんだ
んに水があるわけではありません．冷

却塔では，効率よく温
水を冷やすために，冷
却塔のなかで温水を散
水しています．冷却塔
の 下 の プ ー ル に は
5 000t の水が溜まる
ようになっていて，こ
の水が冷却水として復
水器へと循環していき
ます（図13）．
　また，間接接触と比
べて，直接接触のほう
がスケール（熱交換器
の 内 側 に つ く‘ 湯 あ
か’．蒸気に含まれる
不純物のこと）がつき
にくいという点も理由に挙げられます．
　Q7：蒸気が冷やされてできた水
は，そのまま川に流してもよいのです
か．
　A7：そのまま流すことはありませ
ん．水が多くなり過ぎて排水するとき
は，排水基準に沿うように pH 調整し
てから川に流します．しかし，排水先
の川の水は，元々酸性なのですが……．
　Q8：日本は火山国なのに，どうし
て地熱発電が盛んではないのでしょう
か．
　A8：主な理由に
・地熱発電として有望視されていると

ころが国立公園になっている
・地熱開発による温泉への影響
・開発リスクとコスト
の三つがあります．
　まず，地熱発電の場所として有望な
ところは山間部にあります．そのよう
な場所の約 80%が国立公園の特別保
護地区にあり，現在開発できない状態
です．
　また，温泉業界との共存も難しいと
ころです．地熱発電をすると温泉に影
響が出るかもしれないとの理由から，
利害の調整が難しい．
　加えて，地熱発電は開発リスクと開
発コストがかかります．井戸を掘るの
には時間がかかりますし，掘っても蒸
気が出ないこともあります．営業運転
までの初期投資の額が大きいので，減
価償却にも時間がかかるのです．減価
償却は蒸気井が 10 年くらい，設備が
15 年くらいです．しかし燃料代は無
料ですから，時間がたてば回収できて，
かなり安くなります．

6 おわりに

　松川地熱発電所に向かうタクシーを
降りてすぐ，私たちを迎えたのは温泉
地の定番‘硫黄臭’であった．発電所
員の方にお聞きすると，硫化水素に
よって電子機器や車が早くだめになる
そうだ．
　地熱発電はもっと仰々しい設備なの
かと思っていたが，予想よりシンプル
な設備で驚いた．火力発電所のように
窓越しではなく，それぞれの設備を間
近に見ることができ，発電の仕組みや
その設備への理解が深まった．
　松川地熱発電所の PR 館は冬期以外
は火曜定休（臨時休業あり）で開館し
ており，無料なのでぜひ足を運ばれる
ことを勧める．営業運転開始当時の
タービンがカットモデルとして展示さ
れている．松川地熱発電所の一号井が
噴気した様子のビデオは必見である．
　また，地熱地帯，ということで近く
に温泉もある．発電所員の方々お勧め
のお湯に，帰りしな委員も浸かってきた．
　最後になったが，雪のような雨が降
りしきるなか，発電所を案内してくだ
さり，気さくに質問に答えてくださっ
た，東北水力地熱の折井直則氏，小田
中浩一氏に深謝する．

（文責　メカライフ学生編修委員
田中　文，秋元健太郎，中村恭子）
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図 14　ビット
軸まわりに回転させると，先端の凹凸部分（3
つ）がそれぞれ回転する．

図 15　�東北水力地熱の折井氏（左端）・小田中氏（右端）と
メカライフ学生編修委員
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